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　 「恥を知る人」 という言葉は，ある時は ‘virtuous man’〔有徳の人〕，あ


















































































































































（否定） 行かない 行かへん 行けへん
（尊敬） 行かれる 行かはる 行きはる
（不可能） 行けない 行けへん 行かれへん
社会学概念による京都論
97
　否定の助動詞として，東京では 「ない」 を，京都と大阪では 「へん」 を
使っている。しかし，その語を，活用の点から見ると，京都と東京が同じ
で，大阪は異なる，という点が明らかになる。すなわち，東京の 「ない」，
京都の 「へん」 とも，未然形につけるが，大阪では 「へん」 を仮定形に付
けている。
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